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「AIを活用したモダナイゼーション（AI駆動開発）」 

研修開催のご案内 
  

今般、協会主催にて表題研修を開催いたします。 

AIに関する話題は日々事欠かず、関連するセミナーも各種各様に盛んに行われています。 

MISA 広報誌にて事前予告していたとおり、今回は技術紹介として AI 駆動開発をテーマに行いま

す。 

 基礎編と応用編に分けて開催しますが、連続受講ももちろん可能です。応用編では開発の現場

での苦労話もたっぷり聞けると思います。 

 定員 30名にしたのは対話的に進め、質問時間を多く取りたかったからです。又、セミナー終了

後にも名刺交換、個別相談の時間を取りますので、今後 AIを使った開発手法を取り入れたい方は

奮って参加して下さい。 

 

記 

◇開催研修名 AIを活用したモダナイゼーション（AI駆動開発） 

◇対   象  興味のある方はどなたでも。（開発、営業、経営、ユーザー部門等） 

※MISA 非会員企業の方も受講できます。 

◇日   時 （基礎編）11/30（月）13：00～17：00（経営層向け） 

 （応用編）12/01（火）13：00～17：00（技術者向け） 

 ※単独受講、両日受講とも可能。応用編は基礎編の受講を前提としていません。 

◇場   所  仙台市青葉区上杉１－６－１０ EARTH BLUEビルディング 5F大会議室 

◇定   員 各 30名 

◇申込み締切 11/24（火）  

※定員になり次第締め切ります。申込は１社につき３名以内です。 

◇費   用 無料 

◇申 込 先 MISA事務局 

Web申込： https://forms.gle/nswZ3dSusN9fukKV7 

（申込は Web 申込フォームのみでお願いします。） 

◇内容問合せ先 (有)マインドアクセス    今野 寿道（MISA人財委員会） 

   E-mail： t_konno@mindaccess.com  TEL: 070-5628-1917 

 

https://forms.gle/nswZ3dSusN9fukKV7
file://///landisk-c38d04/disk1/misa/t_konno@mindaccess.com


*■ DAY 1（11 月 30 日）：経営・戦略編* 

 

*・テーマ： AI が変える IT 経営とシステム開発の未来* 

*・対象者： 経営者、経営幹部、事業責任者、IT 部門責任者など* 

 

*【講演内容（案）】* 

 

1. AI の進化が企業経営・IT 業界にもたらす変革 

   - AI の技術進化とビジネス・産業構造への影響 

2. AI 駆動開発が変えるシステム開発ビジネス 

   - 生産性、コスト、開発期間、ビジネスモデルの変化 

3. レガシーシステムと企業が直面する経営課題 

   - 技術的負債、人材不足、システム刷新と事業継続リスク 

4. AI モダナイゼーションによる新たな可能性 

   - AI 活用によるシステム刷新の変革と投資対効果 

5. AI 時代に求められる経営戦略と組織変革 

   - AI 人材、組織体制、競争優位性、今後の IT 投資戦略 

 

*【到達目標】*AI による変化を経営・事業の視点から理解し、今後の事業戦略や IT 投資の方向

性を考えるための知見を得る。 

 

-------------- 

 

*■ DAY 2（12 月 1 日）：技術・実践編* 

 

 

*・テーマ： AI 駆動開発と AI モダナイゼーションの技術と実践・対象者： エンジニア、SE、

PG、PM、IT アーキテクト、技術責任者など* 

 

*【講演内容（案）】* 

 

1. AI 駆動開発の技術動向と開発スタイルの変革 

   - 生成 AI、AI エージェントを活用した新しい開発アプローチ 

2. AI を活用したシステム解析・設計・開発 

   - 既存システムの理解、仕様抽出、設計・コード生成 

3. AI モダナイゼーションの技術とアプローチ 

   - レガシーシステムの解析、プログラム変換、システム刷新 

4. AI 駆動開発における品質保証とテスト 

   - AI 生成物の品質管理、自動テスト、新旧システムの比較検証 

5. AI 駆動開発・モダナイゼーションの実践と導入 

   - 活用事例、PoC、技術的課題、実プロジェクトへの適用 

 

*【到達目標】：*AI 駆動開発と AI モダナイゼーションの技術的な考え方を理解し、実際の開発プ

ロジェクトへの適用を検討できるようになる。 

 

 

以上        


